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               歳入は、所管委員会にかかる歳入 
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    日程第４ 議案第71号 財産取得契約の締結について（救助工作車Ⅱ型） 
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本日の会議に付した事件 

    日程第１ 議案第64号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号） 

               歳入は、所管委員会にかかる歳入 

               歳出は、２款・総務費、10款・教育費 

    日程第２ 議案第64号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号） 
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                   ８款・土木費 

         議案第69号 対馬市国際ターミナル条例 
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政策補佐官 ………………………………………………………………… 松原 敬行君 
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市民生活部長 ……………………………………………………………… 近藤 義則君 
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────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（作元 義文君）  おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

 議会運営委員会の阿比留光雄君から委員の辞任の申し出がありましたので、議長がこれを許可

しましたことを報告いたしておきます。 

 これからお手元に配付しております議事日程第３号により、本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第６４号 

日程第２．議案第６４号 

○議長（作元 義文君）  日程第１、各常任委員会に付託しておりました議案第６４号、平成

２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）及び日程第３、議案第６９号、対馬市国際ターミナ

ル条例の２件を一括議題とします。 

日程第３．議案第６４号・第６９号 

 議案第６４号は各常任委員会に分割して付託しておりましたので、各常任委員長の報告を求め

ます。７番、総務文教常任委員長、阿比留梅仁君。 
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○議員（７番 阿比留梅仁君）  おはようございます。平成２２年第２回対馬市議会定例会の初日

において、会議規則第３７条の規定により本委員会に付託されました案件について議長あてに報

告をしており、既に皆様のお手元に配付されております。その経過と結果を同規則第１０３条の

規定により報告いたします。 

 当委員会は、平成２２年６月１６日、全委員出席のもと豊玉地域活性化センター３階第１会議

室において市長部局、教育委員会の説明員の出席を求め、慎重に審査をいたしました。その結果

を報告書の２ページ、８行目から報告いたします。 

 議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）のうち、本委員会に係る歳入

については、１０款地方交付税７,５０８万１,０００円の追加、１５款県支出金、２項県補助金、

１目総務費県補助金で緊急地域雇用創出事業交付金３,８５３万５,０００円の追加、２０款諸収

入、５項雑入で県との執務室共同化に伴う経費として長崎県より交付される２６７万７,０００円

の追加が主な内容でございます。 

 歳出については、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で、県との執務室共同化に伴

う備品移転委託料として１７３万２,０００円の追加、５目財産管理費、１３節委託料で本庁及

び各活性化センターの清掃管理委託の廃止による５３４万８,０００円の減、１８節備品購入費

で県との執務室共同化に伴う備品で市の証明書等の手数料徴収に必要な自動券売機購入費として

９４万５,０００円の追加、公園等管理用の草刈機購入費用として２２万１,０００円の追加、

７目企画費で第１次対馬市総合計画の後期基本計画見直しに係る委員報酬として４１万４,０００円、

費用弁償として１３万５,０００円、総合計画策定委託料として６００万円の追加、８目市民協

働推進費で（仮称）対馬市市民基本条例の制定に向けた検討委員会開催に伴う経費として、委員

報酬６８万７,０００円、報償費４万円、費用弁償４６万２,０００円、市民アンケート調査のた

めの通信運搬費３０万７,０００円の追加、対馬市新規ビジネス応援事業補助金要綱の改正に伴

う外部委員の報酬として２万１,０００円、費用弁償として１万円の追加、９目国際交流費は

７節賃金で５０万２,０００円の追加、国際交流事業等に伴う記念品購入費として需用費で

３５万円の追加、株式会社大亜高速海運就航１０周年記念イベントに伴う国際交流協会への補助

金として６５万円の追加、１０目出張所費、１３節委託料で豆酘出張所の１階部分及び佐須出張

所の清掃管理委託の廃止による５５万円の減額が主な内容となっております。 

 次に、１０款教育費は２項小学校費で厳原小学校用地購入費として１７万５,０００円の追加、

３項中学校費で通学バス運行委託料等１１３万２,０００円の追加、４項幼稚園費で嘱託職員の

人件費等の減による１４９万１,０００円の減額、６項保健体育費で学校給食研究会補助金とし

て８万円の追加が主な内容となっております。 

 審査過程におきまして、今回提案されております予算で第１次対馬市総合計画の後期基本計画
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見直しが予定されておりますが、計画の見直しにあたりコンサルタント会社任せにするのではな

く、政策補佐官を中心として市の現状を十分反映させた計画となるよう、本委員会として強く指

摘したところです。 

 以上、本委員会に付託されました議案第６４号につきましては、慎重に審査し、採決の結果、

賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で総務文教常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  次に、１６番、厚生常任委員長、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  厚生常任委員会の審査報告を行います。 

 平成２２年第２回対馬市議会定例会において、会議規則第３７条の規定により本委員会に付託

されました案件は、議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）のうち、歳

入は所管委員会に係る歳入、歳出は３款民生費、４款衛生費であります。その経過と結果を同規

則第１０３条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 当委員会は６月１６日、豊玉地域活性化センター３階小会議室において、全委員出席のもと市

長部局より扇福祉保健部長、近藤市民生活部長並びに各担当課長の出席を求め、付託議案につい

て慎重に審査を行ったところであります。 

 歳入の主なものは、１５款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金３,２９３万

３,０００円の増額であります。 

 歳出については、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費１５５万９,０００円の

増額は、景気・雇用の低迷する中全国的に自殺者の件数は増加傾向にあり、これを未然に防止す

ることを目的に市では週４回カウンセラーによる相談窓口を設け解決しようとするものでありま

す。５目老人福祉費３,１３６万２,０００円の増額は、あすか福祉会が厳原町今屋敷に小規模多

機能型居宅介護施設（２５人）の開設準備並びに施設整備に要する定額補助であります。３項生

活保護費、１目生活保護総務費１５７万１,０００円の増額については、生活保護者の就労支援

を推進するための嘱託員の雇用でありますが、失業状態の保護者について就労相談、ハローワー

クへの同行訪問等を行い保護世帯の解消を図るものであります。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費２４万１,０００円の増額は斎場つつじの苑の

消耗品費、２項清掃費、３目し尿処理費１５万２,０００円の増額は旧北部衛生センターの外部

施設の撤去に伴うものであります。 

 審査中、自殺予防対策事業について、現段階では厳原町久田のありあけ会館内に相談窓口の設

置が検討されているとのことでありますが、全島的な対応が十分とは考えられないことも考慮し、

地域活性化センターも活用した巡回方式も一定の間検討してほしいとの意見もあり、今後の参考

にしていただきたいと思います。 
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 以上、本委員会に付託されました議案第６４号につきましては、慎重に審査を行った結果、賛

成多数により原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、厚生常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  次に、産業建設常任委員会委員長、１７番、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  産業建設常任委員会の審査報告を申し上げます。 

 平成２２年第２回対馬市議会定例会の初日において、会議規則第３７条の規定により本委員会

に付託されました案件は、議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）、歳

入は所管委員会に係る歳入、歳出は６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、議案第６９号、

対馬市国際ターミナル条例の２議案であります。その審査の経過と結果を同規則第１０３条の規

定により報告いたします。 

 当委員会は６月１６日、豊玉地域活性化センター３階第２会議室において、全委員出席のもと

市長部局より本石観光物産推進本部長、近藤市民生活部長、比田勝農林水産部長、斉藤建設部長

と上県及び上対馬の地域活性化センター部長並びに担当課長等の出席を求め慎重に審査をいたし

ました。 

 議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）のうち、本委員会に係る歳入

については、１２款分担金及び負担金において農林水産業費分担金で３４万８,０００円の減、

１４款国庫支出金で農林水産業費国庫補助金の３,１３５万円の減、土木費国庫補助金の１億

２,８５０万円の増であります。１５款県支出金では農林水産業費県補助金で林業費補助金

７００万円の増、水産業費補助金６５１万９,０００円の減であります。２１款市債では農林水

産業債を１,０９０万円、土木債を１億１,６４０万円、それぞれ減額するものであります。 

 歳出については、６款農林水産業費のうち１項農業費で県農村整備事業負担金の追加等により

１７９万円の増、２項林業費で条件不利森林公的整備事業委託料、有害鳥獣駆除事業補助金等の

追加で９２９万５,０００円の増、３項水産業費では県補助金返還金１,５１４万４,０００円の

増、漁港整備等の工事請負費２,２７８万５,０００円の減が主な補正であります。７款商工費は

観光費において緊急地域雇用創出事業によりツシマヤマネコ生息環境再生事業、ネコ適正飼育推

進プロジェクト、トレッキングコース整備開発事業等に取り組むために２,７９８万６,０００円

を増額するものであります。８款土木費では道路新設改良費において補助事業の増額により工事

請負費で２,６９６万２,０００円の増が主な補正であります。 

 議案第６９号、対馬市国際ターミナル条例については、厳原港国際ターミナル条例と比田勝港

国際ターミナル条例、また現在建設中の新厳原港国際ターミナルにも管理条例が必要になるため、

これらをひとつの条例として制定しようとするものであります。本条例と従来の条例との相違点

は受益者負担の原則から出国のために国際ターミナルを使用する旅客から施設使用料を徴収する
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旨を規定するものでございます。ちなみに６歳以上１２歳未満の者は１００円、１２歳以上の者

は２００円と規定するものであります。 

 以上、本委員会に付託されました議案第６４号、議案第６９号の２議案につきましては、慎重

に審査し、採決の結果、いずれも賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定をいたしま

した。 

 なお、審査の過程で委員から出されました意見を申し添えますので、今後の行政運営に反映さ

れますことを望みます。 

 まず、緊急地域雇用創出事業によりツシマヤマネコの生息環境整備や感染症の危機回避のため

の事業に取り組まれておりますが、ツシマヤマネコにとって生息しやすい森林づくりのためには、

有害鳥獣被害対策やツシマテン等からの被害防止等も視野に入れ、関係機関と連携を図り、総合

的な環境づくりに取り組まれることを要望いたします。 

 次に、対馬市国際ターミナル条例でありますが、受益者負担の原則から使用料を徴収する旨規

定されていますが、規定されている使用料で施設の維持管理費が賄えるのかとの意見が集中いた

しました。この使用料は平成２１年度の観光客数や観光客に及ぼす影響等を視野に入れ設定され

たとのことであります。今後におきましては観光客の誘致等に努力され、本施設の維持管理に公

費支出が発生しないことを強く要望いたします。 

 以上で産業建設常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  委員長の審査報告が終わりました。 

 議案第６４号に対しましては大浦孝司君外１名から配付のとおり修正の動議が提出されていま

す。したがって、これを議案第６４号とあわせて議題とし提出者の説明を求めます。１６番、大

浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  平成２２年６月２１日。対馬市議会議長、作元義文様。提出者、

対馬市議会議員大浦孝司。同じく対馬市議会議員黒田昭雄。 

 議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）に対する修正動議。 

 上記の動議を、地方自治法第１１５条の２及び会議規則第１７条の規定により、別紙の修正案

を添えて提出します。 

 別紙でありますが、議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）に対する

修正案。 

 議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）の一部を次のように修正する。 

 予算書では１ページになります。 

 第１条中「１億２,０５０万円」を「１億１,７８２万３,０００円」に、「２７８億

８,７５２万２,０００円」を「２７８億８,４８４万５,０００円」に改める。 
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 第１表歳入歳出予算補正の一部を次のように改める。 

 ２０款の諸収入について詳細のとおり、マイナス２６７万７,０００円。この数字は今回補正

予算総務管理費に計上されております執務室共同化に伴う歳入の減額であります。 

 続きまして、歳出につきましては、総務費、総務管理費の総額を２６７万７,０００円減額し

たものであります。 

 次に、歳入歳出予算事項別明細書でありますが、まず総括の中で同じく２６７万７,０００円

の差し引きをするものでございます。 

 ２項目の歳入、歳出、これも別添のとおりでございますが、歳出においてはまず１目一般管理

費の備品移転委託料１７３万２,０００円の減額であります。 

 次に、５目の財産管理費につきましては、庁用器具費の９４万５,０００円の減額を行うもの

であります。 

 続きまして、修正に至った理由をただいまから申し上げます。 

 執務室の共同化については、金子県政時に、平成２０年に提案がなされたのでありますが、現

在このことが実施されているのは昨年７月に五島市がスタートしているのでありますが、市職員

及び住民から見た調査結果では必ずしもよい方向に落ち着いていないことも資料として、私はい

ただいております。むしろもとに戻したほうがよいとのアンケート調査結果も出ていることも事

実であります。 

 片や、壱岐市においては、昨年１２月市議会において調査特別委員会を設置し、調査の結果、

住民にとってわかりにくい行政機関になることと、県の押しつけではないかとの批判が出て現在

まで市の予算化対応はできず、合意に至っておりません。あくまでも地元市町村との合意がない

限り実施に移行しないとのことであります。 

 対馬市の計画でありますが、市の土木部を対馬振興局に移す。対馬振興局の農林水産部を市に

移し執務室の共同化を図ろうとする案でありますが、実施に向けた詳細な協議は十分に行われて

いないのが実情と思われます。 

 例えば対馬振興局に付属する対馬水産業普及指導センターでありますが、平素の業務は特に養

殖魚類の疾病、病種の原因の分析調査、あるいは海草の胞子の生育状況の分析等６人の専門職員

が対応されており、近くに隣接する海岸より海水の採取が頻繁に行われているとのことでありま

す。しかし、今回の計画では美津島町、女護島の施設は廃止し、対馬市庁舎近辺に民間の施設を

借り上げ、その家賃を払ってまでこれを進めるというふうなことと聞いております。調べにより

ますと、特にセンターの対応は魚種はトラフグ、ヒラマサ、クエ、マダイ、マグロの養殖魚類の

疾病対応、海草についてはフノリ、ヒジキ、流れ藻等で磯やけによるヒジキの減収は甚だしいと

ころでありましたが、特に最近鴨居瀬地区におけるヒジキの養殖は大成功を収めておると聞いて
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おります。当事業所への技術指導に高い評価を得ていると聞き及んでおります。 

 こういう中で漁民への配慮は一体どうなるのでしょうか。このような中で、私はこの問題につ

いて一般質問で市長に問いかけましたが、市長はこのことについて承知しておりませんでした。

また、委員会の審議においても担当部長も把握されていなかったと聞いております。 

 私は議員の皆様にお諮りしたいのでありますが、今回のことにつきましては、県の指導力によ

りやや推し進められているように感じ受けられます。市政を執行する立場として日ごろ県への要

望を頻繁に行っている間柄、市としてはこれを断るのは難しいところと理解をするところでもあ

ります。 

 しかし、１０月からスタートするということをお聞きする中で、今回予算化を一度白紙に戻し

議会で調査を行い、その結果を行政側へ報告するべきと判断し予算の減額を修正する案を提出す

るに至ったものであります。 

 以上が減額の理由でございます。議員の皆様方の賛同方よろしくお願いいたしまして、説明を

終わります。 

○議長（作元 義文君）  これから、先に報告されました委員長報告及び修正案に対して一括して

質疑を行います。質疑はありませんか。１４番、糸瀬一彦君。 

○議員（１４番 糸瀬 一彦君）  総務委員長のほうにお尋ねしたいと思います。 

 ３ページの上から３行目の株式会社大亜高速海運就航１０周年記念イベントに伴う国際交流協

会への補助金として６５万円の追加。この説明があっておりますけれど、委員会の中でこの

６５万円という多額のお金が１０周年記念でどのように説明があったかわかりませんけれど、国

際交流協会への補助金として出されて、実質は大亜高速に６５万円を補助するということに理解

しますけれど、詳しい説明をお願いできればと思います。 

○議長（作元 義文君）  ７番、総務文教常任委員長、阿比留梅仁君。 

○議員（７番 阿比留梅仁君）  私が予算を組んだり、あれしたり、私の思考が、個人的な考えが

入ったら大変なことになると思いますので、担当課に説明をさせます。 

○議長（作元 義文君）  暫時休憩します。 

午前10時32分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時39分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  産業建設委員会委員長に質問いたします。 

 国際ターミナル条例の利用料、使用料のことについてなんですが、まず利用料の徴収方法につ
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いてはいまだ結論を出していないということだったんですが、徴収方法によっては収入がかなり

変わってくると思うんですが、委員会に付託された案件については特に詳細まで検討した上で提

案すべきだというふうに思いますが、その点について質疑があったのかお伺いいたします。 

○議長（作元 義文君）  １７番、産業建設委員長、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  脇本議員の質問にお答えしたいと思いますが、特に委員長報告

でも申し上げましたように、この案件につきましては特に使用料の金額について時間がかかりま

した。その中で徴収方法等については具体的に質疑等はなされませんでした。ただ、この

２００円、１００円というのが、この金額でその施設の維持管理が、委員長報告にも書いてあり

ますように、賄えるのかということで質問等が出ましたけれども、理事者側の答えの中から平成

２１年度の出国者約４万６,０００人を基礎とした計算の中から賄えるということで、当委員会

としては原案のとおり可決した次第です。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  できれば代理店に徴収させるのか、福岡中央埠頭のように券売機

を設置するのか、その場合の試算等があれば教えていただきたかったんですが、そういうことは

質問にあっていないということなので、その後で結構ですので教えていただきたいと思います。 

 それからもう１つ。本会議の答弁に、私の質問によりますと、施設の質によって利用料の設定

を考えるべきだというふうな答弁があったと思うんですが、新ターミナルも建設すれば老朽化は

だんだんだんだん進んでいくわけですよね。そうなれば値上げするのは、施設の質は下がってく

るわけですから困難だと思われます。 

 それと、比田勝港の国際ターミナルは現在貧弱なものです。予定されている導線に屋根、壁を

つけるということにしても不充分な整備だと思われます。国の財政が逼迫している中、比田勝港

の大々的改修も考えていく上で補助金ばかりを当てにするのではなく、自己資金の準備のために

も利用料を設定すべきだったと思うんですが、そういうことについての質問はあったでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  １７番、産業建設委員長、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  さっきからも委員長報告でしましたように、先ほども答えまし

たように、特に委員会として集中審議されたのは使用料の問題です。ですから委員からもこの

２００円、１００円の使用料で維持管理が賄えるのかということで疑問が持たれ質疑がなされま

したけれど、理事者側の回答の中から２００円で維持管理ができると。もちろん平成２１年度の

実績、出国者４万６,０００人をベースとした金額ですので、今後は、報告でも申し上げました

ように、観光客の誘致等に最大限の努力をしていただきたいということでございました。 

 それ以外のことについては委員会としてはありませんでした。 
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 以上です。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  わかりました。 

 できれば先ほどのような形で、今の私の質問に対して答えていただければありがたいんですけ

れど、そういうわけには…… 

 済いません、新人なもんでよくわからないんですけれど、形は取れないんでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  これは委員長の答弁ですから、委員会であったことだけしか答弁しませ

んので。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  はい、わかりました。 

 済いません。ありがとうございました。 

○議長（作元 義文君）  ほかにございませんか。１０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  修正動議についてお尋ねいたします。 

 ２点ほどお尋ねしたいと思うんですが、この執務室の共同化ですかね、振興局と対馬市が同じ

フロアを使ってやるということなんですが、市のほうの土木部が振興局のほうに行くんですね、

建設のほうが。そして、県のほうの農林部関係が市のほうのフロアに入ってくるわけですか。そ

うですよね。 

 それで２点ほどお尋ねしたいと思うんですが、先ほど動議の説明の中で、やはり地元の了解な

くしてできないというお話もされました。地元の了解というのは当然のごとく同じフロアで市の

職員の方、また県の職員の方が執務をされるわけですが、この市の職員の方といいますか、職員

組合の方の関係の当然のごとく同意は要ろうかと思うんですが、その辺についてどのくらい把握

されておられるのか。 

 それがまず１点で、もう１点ございます。 

 それと、県のほうの振興局の農林部等が市のほうに入ってくるわけですよね。そして、この説

明の中で普及指導センター、今美津島にございますが、そこは閉じて民間の建物か土地か借りる

んでしょう。そちらのほうに来るということは、県の農林部の移動とあわせて一緒に来るわけで

すか。向こうを閉じてしまってですよ、美津島のほうを。その辺はどうなんでしょうか。まず

２点お願いします。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  まず市の職員組合との合意はなされたか、あるいは協議があっ

たかということですが、委員長さんにきょうここに来る前に確認を取ったところ、協議はあって

おりません。 

 総務部長よりそういう話が県からあっているということだけは、前永尾総務企画部長から口頭
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であっただけで、交えてその内容については一切今のところないというふうな回答を得ておりま

す。 

 次に、移転することの中で振興局の女護島普及指導センターの施設のことでありますが、その

前に市が予算化して対応するというのが当初３月の定例会で当初予算に５１４万７,０００円計

上しております。これは市の予算となっておりますが、全額県から受け入れて市がそのことをや

るというふうな内容と聞いております。そして、今回同じように２６７万７,０００円は県のい

わゆる助成を雑入で受け入れて、それを執行するということでございます。 

 その他県単独の予算の総計は４,３００万円ほど別途に計上しております。これをすべて今申

し上げました移転に伴う経費というふうに理解しておりますが女護島の魚、あるいは魚介類の実

験室等については市の道路向かい側の民間の施設を借上げて家賃を払うというふうに説明を聞い

ております。 

 よろしいでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  もう一度お尋ねしますけれども、その職員組合さんとの協議は

なされていないということですよね。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  はい。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  協議も１回、２回、結論が得る協議もあるでしょうし、お互い

に１回もなされていないんですかね。このフロアに、同じデスクでという話は１回もされていな

いんでしょうかね。もし、わかっている範囲内で。 

 というのは、先ほどの説明ですと、１０月に始めるということですから、やはり市であれ、振

興局であれ、気持ちよく仕事をしてもらわないかんと思うんですよ。それで本当に１回もなされ

ていないのか。知っている範囲内で。 

 それと、先ほどの普及センターですか、これの場所が市役所の真向かいだということですが、

そこで普及センターにかかわる事業がああいうまちの中でいろいろな養殖関係のこともできるん

でしょうかね。その辺わかっておれば。 

 以上で終わります。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  小宮議員の質問にお答えいたしますが、職員組合のことは同じ

ことでございます。正式に話し合いの場はあっておらないということで、けさ確認を取っており

ます。それで、県がそういう意向でありますよということは口頭で聞いたのみと。間違いなくそ

ういうふうな回答でございました。 

 それと、普及センターの話なんですが、大事なことは海水を１回のそういう分析、もしくはい
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ろいろな中で２０リッターから１００リッターぐらいの海水を使うと。ですから女護島と同セン

ターの距離は海岸まで１５メーター前後です。即くみ上げができるんですけれども、そういうこ

とが今回の場合困難であるということが明らかでありますが、それでもそれでよいのかというこ

とが事務レベルの話として今進んでいますが、もう少しそれにかかわる対馬の島民の皆さんの思

いや、そこらあたりを基礎的に調べなおす必要があるんじゃないかということを、小宮議員の質

問については一応お答えいたします。 

○議長（作元 義文君）  いいですか。 

 暫時休憩します。 

午前10時52分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時54分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  ただいまありました大浦議員からの説明ですけれども、私どもと解釈が

違う部分がございますので発言をさせていただきます。 

 職員組合に対しまして、１２月の議会以降このワンフロア化の問題について県と私ども市のほ

うで協議をたびたび事務レベルでずっと行ってきておりますが、その内容につきましては職員組

合の執行部の方々と、別の件でも当然協議することはたくさんございますけれども、その際にこ

のワンフロアの進捗状況というものについてはきちんと説明をしてきたところであります。 

○議長（作元 義文君）  ほかに質疑。１６番、大浦孝司君。質疑ですよ。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  いやいや、今の話についてどうかということで皆さんおっしゃ

る中で、先ほどは委員会の中での話しでしょう。今本会議にかけて市長の発言を通したんでしょ

う。普通そうせんでしょうが。 

 ですから、そうであれば私もその件につきまして申し上げないといかんということで手を挙げ

ております。いいですね。（発言する者あり） 

 いやそうでしょ。通常は委員会のやり取りについては理事者側には説明がある場合には休憩で

やっているんですよ。あえて本会議にかけてそれを出したわけですから、それに対して私も話だ

けはしておかないかんということで、議長いいですね。 

○議長（作元 義文君）  修正動議ですから、その動議の答弁に対して市長のほうにも答弁させた

わけです。発言させたわけです。そういうふうに理解してください。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  ああそうですか。 

○議長（作元 義文君）  だからあなたに対する答弁じゃなくて、市としてはこういう考えですよ

ということで発言を許したわけです。 
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○議員（１６番 大浦 孝司君）  それで再度、議長、私が確認取りましたのは執行委員長さんの

発言においてのことをそのまま申し上げたわけでございまして、つくり上げた話ではございませ

ん。 

 以上でございます。 

 本日の確認でございます。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから２件について各案ごとに討論、採決を行います。 

 議案第６４号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第２号）について、これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。 

 それでは修正案に対して反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 次に、採決を行います。まず本件に対する大浦孝司君外１人から提出されております修正案に

ついて起立によって採決します。本修正案について賛成の方は起立を願います。修正案に対する

賛成です。（発言する者あり）修正案に対して賛成しますよということですよ。 

〔賛成者起立〕 

○議長（作元 義文君）  起立少数であります。修正案は否決されました。 

 次に、原案について採決します。本件に対する各委員長の報告はいずれも可決であります。お

諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は委員長報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第６９号、対馬市国際ターミナル条例について、これから討論を行います。討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 次に、採決を行います。本件に対する委員長報告は可決であります。お諮りします。本件は委

員長報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は委員長報告のとおり可決され

ました。 

 時間が１１時になりましたが１回休憩を取りましょうか。そのまま続行しましょうか。（「続

行」「続行、続行」と呼ぶ者あり） 

 続行します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第４、議案第７１号、財産取得契約の締結について（救助工作車Ⅱ

型）を議題とします。 

日程第４．議案第７１号 

 本件について提案理由の説明を求めます。消防長、竹中英文君。 

○消防長（竹中 英文君）  ただいま議題となりました、議案第７１号、財産取得契約の締結につ

いて、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 本案は、対馬市消防本部が緊急消防援助隊として登録しております救急、救助、消火の３部隊

のうち救助部隊が運用いたします救助工作車Ⅱ型の取得契約の締結であります。 

 別紙入札結果一覧表のとおり、去る６月８日、６社によります指名競争入札を執行しました結

果落札はいたしませんでしたが、２回目の入札において最低入札者であるキンパイ商事株式会社

福岡支店、支店長松浦英男氏の入札額が対馬市の定める再度入札によっても落札者がいない場合

において随意契約をすることができる基準に関する内規の範囲内での応札でしたので、地方自治

法施行令第１６７条の２第１項第８号を適用し、見積書を徴したところ予定価格を下回る見積も

りになりましたので、消費税相当額を加算した６,６０４万５,０００円で去る６月１０日、同氏

を相手方とした財産取得仮契約を締結しております。 

 ここに本契約を締結いたしたく、議会の議決を求めるものでございます。 

 このたびの救助工作車Ⅱ型の取得におきましては、新たに４輪駆動方式を備え車両の後部には

クレーンを搭載するなど装備を向上させ、緊急消防援助隊登録仕様を満足させた上で島内におけ

る救助事案に対処してまいりたいと考えております。御審議の上、御決定賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は委員会付託を省略することに

決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７１号、財産取得契約の締結について（救助工作車Ⅱ型）を採決します。本

件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第５、発議第５号、対馬市議会委員会条例の一部を改正する条例を

議題とします。 

日程第５．発議第５号 

 本件について趣旨説明を求めます。９番、堀江政武君。 

○議員（９番 堀江 政武君）  ただいま議題となりました、発議第５号、対馬市議会委員会条例

の一部を改正する条例についての提案理由を御説明申し上げます。 

 本条例の一部改正は現行では委員の選任については第８条により「閉会中においては議長が委

員を指名することができる」とされておりますが、委員の辞任については第１４条により「議会

の許可を得なければならない」とされています。閉会中に委員から辞任願が出された場合に委員

会活動及び議会運営に支障をきたすことのないように、標準市議会委員会条例に準じて今回改正

を行おうとするものであります。 

 それでは発議案を朗読します。 

 発議第５号。平成２２年６月２１日。対馬市議会議長、作元義文様。提出者、対馬市議会議員

堀江政武、賛成者、対馬市議会議員小田昭人、同、中原康博。 

 対馬市議会委員会条例の一部を改正する条例について。 

 上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条第２項及び会議規則第１４条の規定により
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提出します。 

 対馬市議会委員会条例の一部を改正する条例（案） 

 対馬市議会委員会条例（平成１６年対馬市条例第２３７号）の一部を次のように改正する。 

 第１４条に次のただし書きを加える。 

 ただし、閉会中においては、議長の許可を得て辞任することができる。 

 附則、この条例は公布の日から施行する。 

 以上、御審議の上、御決定賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は委員会付託を省略することに

決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、発議第５号、対馬市議会委員会条例の一部を改正する条例を採決します。本件は原

案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。本会議における議決の結果、条項、字句、数字、その他において整理を要する

ものがあろうかと思慮されます。その整理権を会議規則第４３条の規定によって、議長に委任願

います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、整理権は議長に委任することに決定

しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  以上で本日の議事日程はすべて終了しました。 
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 市長よりあいさつの申し出があっていますのでお受けします。市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  閉会に当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。 

 本定例会におきまして６月１４日から本日まで慎重に御審議いただき、大変ありがとうござい

ました。おかげをもちまして御提案申し上げましたすべての議案につきまして御決定賜り厚く御

礼申し上げます。 

 本定例会にて議決いただきました案件につきましては、適正な事務処理に努めてまいりたいと

存じます。 

 次に、美津島町水産加工施設の解体に関する状況についてでございますが、昨年１２月８日の

議員全委員協議会にて協議いただきました内容に従い、平成２２年１月２９日、仮処分命令申し

立てを長崎地方裁判所厳原支部に行い、以降３回に及ぶ尋問を経て債務者上迫竜治、船越義弘は

債権者市に対し３月の対馬市議会定例会終了後、３月２４日において債権者及びその委託を受け

た者が本件土地に立ち入り、本件建物及びその他の工作物一切を解体し、かつ当該解体によって

生じた物件等を本件土地に隣接する公道に搬出する作業を妨害しないという内容で、３月１８日

に和解したところでございます。 

 和解後の進捗状況でございますが、５月２５日に水産加工施設解体工事の入札行い、同２７日

に株式会社大浦水道土木を相手方に２２７万１００円で工期を平成２２年６月２日より８月

３０日までとする工事請負契約を交わし、現在に至っているところでございます。 

 この間の議員皆様の熱心な御協議並びに御助言に対しまして厚く御礼を申し上げます。 

 続きまして、対馬博多間航路運賃の福祉、教育の割引制度についてでございますが、この航路

につきましては、平成２２年１月より航路運賃の福祉、教育の割引制度として５０％の割引を実

施しているところでありますが、この７月から同様の割引が対馬壱岐間の離島間においても実施

されることになりますので、御報告いたします。 

 次に、職員の不祥事における処分の件についてでございますが、上県地域活性化センター職員

による浄水場施設倉庫での飲酒、また市民生活部北部衛生センター所長による鳥獣保護法並びに

廃棄物処理法違反の行為に係る相次ぐ職員の不祥事につきまして、市民皆様の信頼を損なうよう

な行為であり、市民の公僕であるべき市役所職員としてあるまじき行為であることはいうまでも

ありません。関係する職員に対しましてはそれぞれ厳しく処分を行ったところであります。 

 このことは合併以前の馴れ合いの環境の中から発生した不祥事であり、公務員としての自覚の

欠如以外の何者でもありません。私自身を含めすべての市役所職員がみずからの立場を自覚し、

今回の不祥事に対して深く反省する必要があると考えております。 

 私は従前より職員に対しては、市役所職員は市民のマネージャー役であり、常に市民の立場に

立った振る舞い、公務員としてのわきまえなど強く指導してきたつもりでありますが、今回この
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ような不祥事が発生し、市民の皆様に対しておわびのしようもない思いでいっぱいでございます。

早速職員に対し綱紀の粛正を促し、改めて指導を行ったところでございます。 

 今後につきましては、市役所職員としての身の振る舞いについて今まで以上に厳しく指導して

まいり、市民の信頼回復に努めてまいりたいと考えております。 

 まことに申しわけございませんでした。 

 最後になりましたが、皆様の御健勝と今後益々の御活躍を祈念申し上げ、閉会に当たりあいさ

つといたします。どうもありがとうございました。 

○議長（作元 義文君）  閉会に当たり一言ごあいさつを申し上げます。 

 平成２２年第２回定例会は議案全般にわたり熱心に御審議をいただきまして、ここに滞りなく

閉会の運びとなりました。議員各位はもとより市長以下、市幹部の方々の御協力に対して心から

御礼を申し上げます。 

 また、審議の中で出されました貴重な意見や指摘事項等につきましては、今後の行政運営に生

かされることを期待いたします。 

 これから梅雨また真夏の時期を迎えます。十分体調の保持に御留意をいただきたいと思います。

皆様方の御健勝と御多幸を祈念し閉会のあいさつといたします。 

 会議を閉じます。 

 平成２２年第２回対馬市会定例会を閉会します。お疲れさまでした。 

午前11時14分閉会 

────────────────────────────── 
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